
Microsoft Excel から IMSL C# ライブラリを

使用する方法
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背景 

Microsoft 社は、 Excel から .NET アプ リ ケーシ ョ ンへデータを取り込む API と ドキュ
メン トは提供しています。 しかし、弊社のユーザは、Excel から IMSL の機能を使用し
たいと考えていらっしゃいます。 .NET の環境が更に進化し、 Microsoft Office との統
合性が向上すれば、Excel から IMSL の機能を呼び出すこ とは容易になり ますが、現在
のと ころ、 COM （共通オブジェク トモデル） が必要になり ます。 IMSL C# ラ イブラ リ
と Microsoft Excel の リ ンクに COM オブジェク ト を使用する為、 いくつかの制約があ
り ます。
まず第一に、C# 言語ではサポート されていない ComClass 属性を使用しなければなり
ません。 従って、 IMSL オブジェク トのインスタンスを作成するバッ クエンドの言語
に Visual Basic を使用する必要があ り ます。 コマンド ラインツールなどで、 例題を作
成するこ と も可能ですが、 こ こで取り扱う例題は、 Visual Studio.NET を使って作成し
ます。
 

バックエンド

本セクシ ョ ンでは、 ラ ッパーコード （Visual Basic.NET） を作成し、 COM にアセンブ
リ を登録する例を示します。
まず最初に、Visual Studio.NET で Visual Basic.NET のプロジェク ト を新規作成します。
ク ラスライブラ リ  テンプレート を使用し、 COM に登録するための DLL を作成しま
す。 今回の例題では、 プロジェク ト名を ExcelTest と し、 メ インのソースファ イル名
はデフォルトの Class1.vb と します。
このライブラ リの基本的なテンプレートは、 次の通りです。

Namespace test

    <ComClass(TestIMSL.ClassId, TestIMSL.InterfaceId, TestIMSL.EventsId)>_
    Public Class TestIMSL 
        Public Const ClassId As String = "6D0BC857-E796-4b39-BCB2-316ED4AF7F37" 
        Public Const InterfaceId As String = "3B5C6011-E0F9-4cb5-A23D-4628A7388FE9" 
        Public Const EventsId As String = "CB080278-0452-49a9-927A-D2F946BC2BC7" 

        Public Sub New() 
            MyBase.New() 
        End Sub 
    End Class
End Namespace

MSDN のドキュ メン トに従いライブラ リ を正確に登録するためには、空のコンス ト ラ
ク タが必要になり ます。 16 バイ ト （128 ビッ ト ） の 16 進数の ID 文字列は、 GUIDs
（Globally Unique Identifiers） と呼ばれ、 ライブラ リが binary confusion を避けるために
一意的でなければなり ません。
 GUID を作成するには、 IDE のツールメニューから GUID の作成を選択し、 4 番目の
フォーマッ トである Registry Format を使用します。Copy ボタンを押して、ソースコー
ド ウインド ウに貼り付けるために作成した GUID をク リ ップボードにコピーします。
貼り付けた GUID は中括弧 {} で囲まれているので、ダブルコーテーシ ョ ン ” に変更し
ます。 ComClass 属性は、 ク ラスの宣言と同一行でなければなり ません。 行を分割す
る場合は、 行の継続を表す  _  （スペースの後にアンダースコア） を使用します。



こ こから先に進む前に、 実際にコードを追加していきます。
まず、 一つの倍精度の値を返却する 2 つのパブリ ッ ク メ ソ ッ ドを作成します。 一つ
のメ ソ ッ ドは、 引数を持たず、 も う一方のメ ソ ッ ドは、 倍精度の値を引数と して持ち
ます。 こ こで、 Random オブジェク トのコンス ト ラ ク タにシードを設定しないでくだ
さい。 毎回同じ乱数が生成されてしまいます。
IMSL ラ イブラ リ を使用するので、 メニューバーのプロジェク トから参照の追加を選
択し、 IMSL C# Numerical Library の参照を追加します。
現在までの Visual Basic.NET のコードは以下の通りです。

Namespace test

    <ComClass(TestIMSL.ClassId, TestIMSL.InterfaceId, TestIMSL.EventsId)>_
    Public Class TestIMSL 
        Public Const ClassId As String = "6D0BC857-E796-4b39-BCB2-316ED4AF7F37" 
        Public Const InterfaceId As String = "3B5C6011-E0F9-4cb5-A23D-4628A7388FE9" 
        Public Const EventsId As String = "CB080278-0452-49a9-927A-D2F946BC2BC7" 

        Dim R As New Imsl.Stat.Random

        Public Function NextNormal() As Double
            Return R.NextNormal()
        End Function

        Public Function Erf(ByVal dIn As Double) As Double
            Return Sfun.Erf(dIn)
        End Function

        Public Sub New() 
            MyBase.New() 
        End Sub 
    End Class
End Namespace

次に、 ラ イブラ リのビルド プロパティの設定を行います。 メニューバーのプロジェ
ク トから、 プロジェク トのプロパティを選択します。共通プロパティの全般にある出
力の種類がク ラスラ イブラ リに設定されている こ と を確認します。 次に構成プロパ
テ ィのビルド を選択し、 「COM の相互運用機能に登録」 をチェ ッ ク し ます。 Viual
Studio.NET を使用せず、 コマンド ライン ユーティ リ ティ を使ってアセンブリ を COM
に登録するには、 次のコマンドを実行します。

  regasm /tlb ExcelTest.dll

これは、 COM に登録したバージ ョ ンを手動で更新する際にも使用できます。
コードを作成し、 IDE のオプシ ョ ンが正確に設定される と、 アセンブリ をビルドする
準備が完了です。 メニューバーのビルド→ソ リ ューシ ョ ンのビルドを選択し、 コンパ
イル終了後、今回作成したプロジェク トの ¥bin ディ レク ト リに、 新たに ExcelTest.dll
が作成されます。 Visual Studio.NET の出力ウインド ウに " 以前のプロジェク ト出力の
COM の相互運用機能への登録を解除しています．．．” と表示され、 ウインド ウの下部
に” プロジェク トの出力を COM の相互運用機能に登録しています．．．” と表示されま
す。つま り、ソ リ ューシ ョ ンをビルドする度に、DLL が自動的に COMに登録されます。



これで、 ライブラ リが出来上がり、 システムに登録されました。 次に Excel 側の説明
に移り ます。
 

フロン トエンド

新規に Excel のワークブッ クを作成し、 Visual Basic Editor を開きます （ツール→マク
ロ→ Visual Basic Editor も し くは Alt-F11）。 最初に、 Visual Basic Editor から先ほど新
たに登録したアセンブ リ （ExcelTest） を追加します。 アセンブ リ を追加する方法は、
ツール→参照設定を選択し、表示される リ ス トの中から登録してあるライブラ リ を示
すチェッ クボッ クスをチェッ ク し、 OK をク リ ッ ク します。 それでは、 これから新規
モジュールを作成し （インサート→モジュール） 、 バッ クエンドに作成したメ ソ ッ ド
を呼び出す関数を作成します。

  Public Function GetRand() As Double
      Dim o As New ExcelTest.TestIMSL
      GetRand = o.NextNormal()
  End Function

  Public Function GetErf(dbl) As Double
      Dim o As New ExcelTest.TestIMSL
      GetErf = o.Erf(dbl)
  End Function

これらの関数を作成する際、Dim 行を打ち込んでいく と、ExcelTest の参照と TestIMSL
ク ラスが自動的に表示されます。 その後、 ” o.” と入力する と、 利用可能なメ ソ ッ ド
が表示されます。 これらのダイアログによ り、 dll が正常にビルド され、登録され、参
照と して追加されたこ とが確認できます。 ワークブッ クを保存し、 通常の Excel 画面
に戻り ます。 GetRand() メ ソ ッ ドを使用するには、 セル A1 を選択し関数と して  

　=GetRand()　

と入力します。
Enter キーを押すと、 以下のよ うな乱数が表示されます。

  0.800388

GetErf() メ ソ ッ ドを使用するには、例えばセル B1 に 0.5 を入力し、 セル B2 に関数と
して

　 =GetErf(B1)

と入力します。 Enter キーを押すと、 次の様の計算結果が表示されます。

  0.5205

アセンブリ を呼び出すマクロ含んでいる Excel を開いたままで、 Visual Basic.NET の
コードを修正しよ う と しても、 ソ リ ューシ ョ ンを リ ビルドできません。 Visual Studio
は、” COM の相互運用機能への登録が失敗しました。アクセスが拒否されました。” な
どのエラーを出力します。 バッ クエンドを修正するには、 まず Excel を閉じる必要が
あ り ます。



 

複数のパラメータの受け渡し

こ こからは、複数の引数を使用する例題を示します。例えば、Imsl.Stat.Cdf にある Chi
メ ソ ッ ドを考えます。 このメ ソ ッ ドは、 2 つの入力パラ メータを受け取り、 1 つの値
を返却します。 この場合、 VB.NET 側では、 メ ソ ッ ドは次のよ うにな り ます。

  Public Function ChiCdf(ByVal xIn As Double, ByVal nIn As Double) As Double
      Return Cdf.Chi(xIn, nIn)
  End Function

Excel 側では、 マクロで 2つの引数を受け取り ます。

  Public Function GetChi(x, n) As Double
      Dim o As New ImslTest.ImslTestVB
      GetChi = o.ChiCdf(x, n)
  End Function

Excel 表で使用する関数も、 2 つの値を渡す必要があるので、 セル C1 に 0.15、 セル
C2 に 2.0 を設定し、 セル C3 に、

　 =GetChi(C1,C2)

と入力します。
次のよ うな計算結果が表示されます。

  0.072257
 

配列の受け渡し

IMSL C# ラ イブラ リ を使って解析を行うために配列の値を VB.NET に渡す例をこ こに
示します。 例えば、 VB.NET のコードは次の様になり ます。

  Public Function Sign(ByRef xIn() As Double) As Double
      Dim st As SignTest
      st = New SignTest(xIn)
      Return st.Compute
  End Function

こ こでの入力パラ メータは、倍精度の配列になり ます。倍精度のスカラーを渡すので、
値渡し (ByVal) ではな く、参照渡し (ByRef) を使用するこ とに注意してください。 この
例題では、 VBA Excel 関数は、 少し異な り ます。 関数を入力する代わりに、 配列また
は、範囲内のセルの値を渡します。 ボタンコン ト ロールを追加し、 渡すセルの範囲を
コード内で直接指定する方法が、 最も簡単にプログラムする方法です。 Excel のツー
ルバー上で右ク リ ッ ク→ リ ス トからコン ト ロール ツールボッ クスを選択し、 コン ト
ロール ツールボッ クス のツールバーを表示します。 コマンドボタンを選択し、 Excel
のシート上に 新しいボタンを作成します。 作成したボタンを右ク リ ッ ク→コマンド
ボタン オブジェク トの編集を選択した後、 オブジェク ト名を RunSgin に変更します。
次に、再びボタンを右ク リ ッ ク し、 コードの表示を選択します。 Visual Basic Editor が



起動し、新しいページ （今回は Module1 ではなく、 Sheet1） が表示されます。 こ こで、
以下のよ うなコールバッ ク関数を作成します。

  Private Sub RunSign_Click()
      Dim a(18) As Double
      Dim i As Integer
      Dim v As Double
      Dim o As New ExcelTest.TestIMSL

      ' 配列のロード
      For i = 0 To 18
          a(i) = Cells(i + 1, 4)
      Next i 

      ' IMSLルーチンの呼び出し
      v = o.Sign(a)
      Range("D21").Select
      ActiveCell.FormulaR1C1 = v
  End Sub

入力配列は、Cells() 関数を使用して指定されたセル D1:D19 の範囲です。Sign() から返
却された値は、 セル D21 に表示されます。 デザインボッ クスモードを終了し、 Excel
のシートに戻り ます。 この例題をテス トするには、 次の値を D1 から D19 に入力しま
す。
  92
  139
  -6
  10
  81
  -11
  45
  -25
  -4
  22
  2
  41
  13
  8
  33
  45
  -33
  -45
  -12

RunSign ボタンをク リ ッ クする と、 計算結果がセル D21 に表示されます。

  0.179642
 



配列の返却

配列を渡すだけではなく、 返却値と して配列を受け取る方法を考えます。 今回の例題
では、 x が、 x[0,20] で 21 の値を持ち、 a の値が 1つある場合に、 Gamma(x, a) を返却
します。 ラ ッパーコードは次の通りです。

  Public Function Gamma(ByVal aIn As Double) As Double()
      Dim i As Double
      Dim g(20) As Double
      For i = 0 To 20
          g(i) = Cdf.Gamma(i, aIn)
      Next i
      Return g
  End Function

Excel 側では、 入力パラ メータを渡して、 配列を受け取る必要があ り ます。 RunGamma
と言う名のコマンドボタンを使用します。 入力値と して、 セル E1 が使用され、 出力
配列は、 E3:E23 の範囲に出力されます。

  Private Sub RunGamma_Click()
      Dim o As New ExcelTest.TestIMSL
      ReDim g(20) As Double
      Dim x As Double
      Dim i As Integer

      ' 入力値を取得し、IMSLを呼び出す
      Range("E1").Select
      x = ActiveCell.Value
      g = o.Gamma(x) 

      ' 出力セルに結果をコピー
      For i = 0 To 20 
          Cells(i + 3, 5) = g(i)
      Next i
  End Sub

配列 g の定義には、 連続的なメモ リのアロケートに Dim ではなく ReDim が使われて
いるこ とに注意してください。 セル番号 E1 に 5 を入力する と、 次のよ うな出力結果
を表示します。

  0 0.00366
  0.052653
  0.184737
  0.371163
  0.559507
  0.714943
  0.827008
  0.900368
  0.945036
  0.970747
  0.984895
  0.9924
  0.99626



  0.998195
  0.999143
  0.9996
  0.999815
  0.999916
  0.999962
  0.999983
 

2 次元 配列の計算

2 次元配列の取り扱いもそれほど複雑ではあ り ません。 この例題は、 配列を渡して、
その配列の逆行列を計算し、 2 次元配列と して Excel に返却します。 
Visual Basic.NET のコードは次の通りです。

  Public Function Inverse(ByRef aIn As Double(,)) As Double(,)
      Dim lu As LU
      lu = New LU(aIn)
      Return lu.Inverse
  End Function

入力配列は、ByRef と して渡されるこ とに注意してください。 Excel VBA マク ロは次の
コマンドボタンによ り実行されます。

  Private Sub FindInverse_Click()
      Dim o As New ImslTest.ImslTestVB
      Dim a(2, 2) As Double
      ReDim inv(2, 2) As Double
      Dim i As Integer
      Dim j As Integer

      ' 2D 配列の作成
      For i = 0 To 2 
          For j = 0 To 2 
              a(i, j) = Cells(j, i + 6) 
          Next j 
      Next i 

      ' IMSL ルーチンの呼び出し
      inv = o.Inverse(a) 
      For i = 0 To 2 
          For j = 0 To 2 
              Cells(j + 4, i + 6) = inv(i, j) 
          Next j 
      Next i 
  End Sub

こ こで、 F1:H3 の 3x3 の行列を読み込み、 その逆行列を F5:H7 に書き出します。 
以下のよ うに、 表示されます。

   1     3     3 
   1     3     4
   1     4     3



   7    -3    -3
  -1     0     1
  -1     1     0
 

サマリー

こ こで紹介した例題は、非常に基礎的なものですが、 アセンブリ を作成し、 そのアセ
ンブリ を COM に登録する際に必要と される全てのステップを示しているので、Excel
マク ロからパブリ ッ ク メ ソ ッ ドにアクセスするこ とができます。
以下に Excel から IMSL C# ラ イブラ リ を使用する際のサマリーを示します。

• Visual Basic のクラスライブラリ プロジェクトを作成
• ComClass属性にユニークな GUIDを含める
• アセンブリを IDEもしくは、regasm で COMに登録
• Excelのモジュールにアセンブリを参照として含める
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